
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

35 95 185 275 355

15

41

52

19

（日）

（m
3
/s）

相俣ダム流入量を
鶴が淵地流域に換算した流量

渇水量低水量平水量豊水量35日流量

流量

融雪期補正流量

0
.
4
4

0
.
2
5

0
.
1
4

0
.
1
7

0
.
1
1

1.78

0.32
0.22

0.56

0.97

2.64

1.51

0.85

0.52

0.33

融雪期補正＋流量相関補正

平成 30 年度水力発電の導入促進のための事業費補助金（水力発電事業性評価等支援事業） ①水力発電事業性評価事業 実施概要                                                                   平成 31 年 2 月 
 
 

（H30）鶴が淵発電計画 事業性評価事業 

 
１．事業の目的 
   (H30)鶴が淵発電計画 事業性評価事業について、正常流量調査検討業務、流量調査検討業務を実施し、事

業性の評価に繋げる。 
 
２．事業の内容 
  （１） 事業者名 
     GPSS ホールディングス株式会社 
  （２） 事業名 
     (H30)鶴が淵発電計画 事業性評価事業 
  （３） 事業期間 
     平成 30 年 6 月 5 日 ～ 平成 31 年 2 月 27 日 
  （４） 調査を実施する発電設備の概要 

a.発電形式 ： 水路式 
b.使用水量 ： 0.7 ㎥/s 
c.有効落差 ： 36.8ｍ 
d.出   力 ： 197W 

 
３．平成 30 年度の事業実施概要 
     ① 正常流量調査検討業務 
      河川横断測量と河川流量調査を減水区間の瀬である 3 箇所で行い、正常流量の検討を行なった。 
 
     ② 流量調査検討業務 
      プロペラ式流速計等を利用して、6～8 月について、月に 2 回(計 6 回)流量の調査を行った。 
      データについて、1 年分のデータを取りまとめ、流況の評価を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                            
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
     
 
 

 
 
 

４．事業の成果等 
 ① 正常流量調査検討業務 
      調査の結果、正常流量について 0.075 ㎥/s が妥当だという結果を得られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ② 流量調査検討業務 
      流量調査を 6～8 月に毎月 2 回(計 6 回)行う事により夏の時期の流況を評価する事が出来た。 
      また、本補助事業以外の調査を含めて、1 年間の流況を評価する事が出来た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5．事業スケジュール 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

流量観測状況 正常流量調査 1地点目 

正常流量調査 2地点目 正常流量調査 3地点目 


